
 



  



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



  



 

 

 



 

H12 H17 H22 H27 Ｒ2

人口（人） 30,421 28,902 26,732 24,696 22,538

H12年人口を
100とした場合

100.0 90.8 87.2 76.5 68.4

世帯数（世帯） 9,373 9,046 8,754 8,489 8,174

H12年世帯数を
100とした場合

100.0 97.9 95.8 89.4 86.4

30,421 
28,902 

26,732 
24,696 

22,538 
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8,174 
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（世帯）（人）

人口 世帯数

14.0%

13.4%

12.5%

11.6%

10.6%

59.7%

56.7%

54.1%

51.0%

49.0%

26.3%

30.0%

33.3%

37.4%

40.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和2年

15歳未満 15～64歳 65歳以上



 

核家族世帯 三世代世帯 その他世帯

世帯数 6,169 4,265 1,282 622 27 1,978 - 8,174

割　合 75.5% 52.2% 15.7% 7.6% 0.3% 24.2% - 100.0%

親族世帯 非親族世帯 単独世帯 不詳 一般世帯

核家族世帯 三世代世帯 その他世帯

世帯数 540,870 446,358 64,159 30,353 5,643 228,715 3,801 779,029

割　合 69.4% 57.3% 8.2% 3.9% 0.7% 29.4% 0.5% 100.0%

親族世帯 非親族世帯 単独世帯 不詳 一般世帯



 

39.8%

2.3%
7.0%

20.7%0.2%

0.2%

8.8%

0.2%

20.9%

職業上 学業上 結婚・離婚

生活利便性 自然環境上 交通利便性

住宅事情 その他 不詳

43.1%

8.2%8.0%

18.1%

0.1% 5.7%

0.8%

15.9%

職業上 学業上 結婚・離婚

生活利便性 交通利便性 住宅事情

その他 不詳
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256

335

460
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83.9%

81.0%

0.3%

0.6%

15.6%

18.1%

0.2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

岐阜県

飛騨市

居住世帯あり 一時利用 空き家 建築中

84.0%

74.3%

4.9%

1.8%

8.6%

19.7%

2.4%

1.5%

0.1%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

飛騨市

岐阜県

持ち家 公営住宅 公的住宅 民営借家 給与住宅 不明



 

 

 





 

 



 



 





 





 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  





 

 



 



 



 



 

 



 

 



 

 

 

 





 

 



 

 



 

継続管理について 
判断を留保する 

団地 



 

　年収

本来階層15.8万円以下・裁量階層は25.9万円以下

著しい困窮年収ライン

Ｃ．著しい困窮年収水準以上、 著しい困窮年収水準以上、かつ、最低居住面積水準以上　

　かつ、最低居住面積水準未満　 Ｄ．うち高家賃負担率以上

居住面積水準

最低居住面積水準

Ａ．著しい困窮年収水準未満、 著しい困窮年収水準未満、かつ、最低居住面積水準以上

　かつ、最低居住面積水準未満 Ｂ．うち高家賃負担率以上
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特定のニーズを有する要支援世帯
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No. 種

別 
団地名 

棟

数 

管

理

戸

数 

建設

年度 

経

過

年

数 

耐

用

年

数 

入

居

戸

数 

空

家

戸

数 

空家

率 

（％） 

階

数 

構造 敷地面

積 

 

（㎡） 

入

居

評

価 

1 

公

営

住

宅 

細江団地 
2 2 Ｓ59 39 30 1 1 50.0 2 木造 

1,188.5 
× 

3 3 Ｓ60 38 30 3 0 0.0 2 木造 〇 

2 栄町団地 2 2 Ｓ62 36 30 2 0 0.0 2 木造 482.7 〇 

3 下気多団地 
2 4 Ｓ63 35 30 3 1 33.3 2 木造 

3,579.3 
△ 

2 4 Ｈ2 33 30 4 0 0.0 2 木造 〇 

4 

杉崎団地 （平屋） 2 2 Ｈ14 21 30 2 0 0.0 1 木造 2,433.6 〇 

杉崎団地 （2 階建

て） 
1 2 H15 20 30 2 0 0.0 2 木造 1,341.0 

〇 

杉崎団地 （Ａ・Ｂ

棟） 
2 12 Ｈ17 18 45 12 0 0.0 2 Ｓ造 1,310.2 

〇 

5 諏訪田団地 Ｂ棟 1 30 Ｈ20 15 70 28 2 7.1 5 ＲＣ 3,550.0 〇 

6 杉原団地 2 2 Ｓ58 40 30 2 0 0.0 2 木造 826.0 〇 

7 西忍団地 2 2 Ｈ6 29 30 0 2 100.0 2 木造 1,019.0 × 

8 林団地 1 2 Ｈ7 28 30 2 0 0.0 2 木造 507.2 〇 

9 

サン・アルプ旭 Ｂ

棟 
1 24 Ｈ10 25 70 24 0 0.0 6 ＲＣ 3,805.1 

〇 

サン・アルプ旭 Ｃ

棟 
1 24 Ｈ11 24 70 22 2 9.1 6 ＲＣ 2,998.4 

〇 

サン・アルプ旭 Ｄ

～Ｇ棟 
4 24 Ｈ15 20 30 24 0 0.0 2 木造 3,697.7 

〇 

10 山之村団地 2 4 Ｈ18 17 30 2 2 50.0 2 木造 5,847.0 × 

11 大和団地 1 8 Ｓ55 43 70 8 0 0.0 4 ＲＣ 778.9 〇 

12 特

定

公

共

賃

貸

住

宅 

諏訪田団地 Ａ棟 1 30 Ｈ20 15 70 30 0 0.0 5 ＲＣ 3,550.0 〇 

13 新栄町団地 1 20 Ｈ10 25 45 17 3 17.6 3 Ｓ造 1,411.5 〇 

14 
嶋団地 Ａ・Ｂ棟 2 2 Ｈ10 25 30 1 1 50.0. 2 木造 

1,021.0 
△ 

嶋団地 Ｃ棟 1 1 Ｈ12 23 30 1 0 0.0 2 木造 〇 

15 
中家団地 1 号 1 1 Ｈ12 23 30 1 0 0.0 2 木造 

508.0 
〇 

中家団地 2 号 1 1 Ｈ13 22 30 1 0 0.0 2 木造 〇 

16 宮川団地 1 2 Ｈ12 23 30 2 0 0.0 2 木造 473.0 〇 

17 サン・アルプ旭 Ａ棟 1 30 Ｈ9 26 70 30 0 0.0 6 ＲＣ 3,192.8 〇 

18 

地

優

賃 

昭和町団地 1 16 Ｈ21 14 70 16 0 0.0 4 ＲＣ 1,775.8 〇 

19 
特

定

住

宅 

角川住宅 Ａ棟 1 1 Ｈ4 31 30 1 0 0.0 2 木造 

1,972.6 

〇 

角川住宅 Ｂ棟 1 1 H5 30 30 1 0 0.0 2 木造 〇 

角川住宅 Ｃ棟 1 1 Ｈ6 29 30 1 0 0.0 2 木造 〇 

20 打保住宅 1 2 Ｈ4 31 30 2 0 0.0 2 木造 289.0 〇 

21 道下住宅 1 1 Ｓ44 59 70 1 0 0.0 2 ＲＣ 690.0 〇 

22 森茂住宅 1 4 Ｈ18 17 30 2 2 50.0 2 木造 398.5 × 

23 大和団地 1 8 Ｓ45 58 70 8 0 0.0 4 ＲＣ 700.3 〇 

 



 



No. 

種

別 

団地名 

棟

数 

管

理

戸

数 

建設年

度 

経

過

年

数 

入

居

戸

数 

空

家

戸

数 

空家率 

％ 

階

数 

構造 躯

体

の

安

全

性 

避難の

安全性 

Ｓ

57

年

以

前 

二

方

向

避

難 

防

火

区

画 

1 

公

営

住

宅 

細江団地 
2 2 Ｓ59 39 1 1 50.0 2 木造 

─ ─ ─ 
3 3 Ｓ60 38 3 0 0.0 2 木造 

2 栄町団地 2 2 Ｓ62 36 2 0 0.0 2 木造 ─ ─ ─ 

3 下気多団地 
2 4 Ｓ63 35 3 1 33.3 2 木造 

─ ─ ─ 
2 4 Ｈ2 33 4 0 0.0 2 木造 

4 

杉崎団地 （平屋） 2 2 Ｈ14 21 2 0 0.0 1 木造 ─ ─ ─ 

杉崎団地 （2 階建

て） 
1 2 H15 20 2 0 

0.0 
2 木造 ─ ─ ─ 

杉崎団地 （Ａ・Ｂ棟） 2 12 Ｈ17 18 12 0 0.0 2 Ｓ造 〇 〇 〇 

5 諏訪田団地 Ｂ棟 1 30 Ｈ20 15 28 2 7.1 5 ＲＣ 〇 〇 〇 

6 杉原団地 2 2 Ｓ58 40 2 0 0.0 2 木造 ─ ─ ─ 

7 西忍団地 2 2 Ｈ6 29 0 2 100.0 2 木造 ─ ─ ─ 

8 林団地 1 2 Ｈ7 28 2 0 0.0 2 木造 ─ ─ ─ 

9 

サン・アルプ旭 Ｂ棟 1 24 Ｈ10 25 24 0 0.0 6 ＲＣ 〇 〇 〇 

サン・アルプ旭 Ｃ棟 1 24 Ｈ11 24 22 2 9.1 6 ＲＣ 〇 〇 〇 

サン・アルプ旭  

Ｄ～Ｇ棟 
4 24 Ｈ15 20 24 0 0.0 2 木造 ─ ─ ─ 

10 山之村団地 2 4 Ｈ18 17 2 2 50.0 2 木造 ─ ─ ─ 

11 大和団地 1 8 Ｓ55 43 8 0 0.0 4 ＲＣ 〇 ─ ─ 

12 
特

定

公

共

賃

貸

住

宅 

諏訪田団地 Ａ棟 1 30 Ｈ20 15 30 0 0.0 5 ＲＣ 〇 〇 〇 

13 新栄町団地 1 20 Ｈ10 25 17 3 17.6 3 Ｓ造 〇 〇 〇 

14 
嶋団地 Ａ・Ｂ棟 2 2 Ｈ10 25 1 1 50.0. 2 木造 

─ ─ ─ 
嶋団地 Ｃ棟 1 1 Ｈ12 23 1 0 0.0 2 木造 

15 
中家団地 1 棟 1 1 Ｈ12 23 1 0 0.0 2 木造 

─ ─ ─ 
中家団地 2 棟 1 1 Ｈ13 22 1 0 0.0 2 木造 

16 宮川団地 1 2 Ｈ12 23 2 0 0.0 2 木造 ─ ─ ─ 

17 サン・アルプ旭 Ａ棟 1 30 Ｈ9 26 30 0 0.0 6 ＲＣ 〇 〇 〇 

18 

地

優

賃 

昭和町団地 1 16 Ｈ21 14 16 0 0.0 4 ＲＣ 〇 〇 〇 

19 
特

定

住

宅 

角川住宅 Ａ棟 1 1 Ｈ4 31 1 0 0.0 2 木造 

─ ─ ─ 角川住宅 Ｂ棟 1 1 Ｈ5 30 1 0 0.0 2 木造 

角川住宅 Ｃ棟 1 1 Ｈ6 29 1 0 0.0 2 木造 

20 打保住宅 1 2 Ｈ4 31 2 0 0.0 2 木造 ─ ─ ─ 

21 道下住宅 1 1 Ｓ44 59 1 0 0.0 2 ＲＣ × ─ ─ 

22 森茂住宅 1 4 Ｈ18 17 2 2 50.0 2 木造 ─ ─ ─ 

23 大和団地 1 8 Ｓ45 58 8 0 0.0 4 ＲＣ 〇 ─ ─ 

 



 



 



 

 

  



 

 

 

 

  



 



 

 



 

 



 



 



 



  

 



  

 



  

 



  

 



  

 



  

 



  



  

  

  

 



  

  

 

 

 



  

  

 

 

 



  

  

 

 

 



  

  

 

 

 

 

  



  

 



  

■住棟諸元

団地名 評価時点（和暦）

住棟番号 Ｈ35

戸数

構造

建設年度

建設年代

モデル住棟

経過年数

■改善項目
項目
全面的改善

屋上防水

床防水

外壁塗装等

鉄部塗装等

建具（玄関ドア、MB扉）

建具（アルミサッシ）

バルコニー手摺

金物類

給水管、給湯管

貯水槽

給水ポンプ

排水設備 400,000 円/戸 43 年

ガス設備

給湯器 400,000 円/戸 43 年

共用灯

電力幹線・盤類

避雷設備

電話設備

テレビ共聴設備

連結送水管

自火報設備

ＥＶ保守

ＥＶ更新

流し台

浴室ﾕﾆｯﾄ 800,000 円/戸 43 年

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

24h換気

経常修繕

計 1,600,000 円/戸

Ｓ50年中耐階段室型
43

費用 改善実施時点の経過年数

－

Ｓ50年

大和団地2号棟

8

中耐階段室型

Ｓ55



  

■計画前モデル
項目 費用等

① 評価期間（改善非実施）Ａ 50 年

②-1 修繕費Ａ１（現時点まで） 7,389,456 円

②-2
修繕費Ａ２（現時点から評価期間Aまで）

（現在価値化）
1,047,202 円

② 修繕費Ａ 8,436,658 円

③ 建設費（推定再建築費） 11,340,000 円

④-1 除却費 1,500,000 円

④-2 除却費の現在価値化係数 0.760 ％

④ 除却費Ｂ（現在価値化） 1,139,877 円

⑤ 計画前ＬＣＣ （（②＋③＋④）÷①） 418,331 円／戸・年

■計画後モデル

項目 費用等

⑥ 評価期間（改善実施）Ｂ 70 年

⑦-1
修繕費Ｂ２（現時点から評価期間Ｂまで）

（現在価値化）
2,354,647 円

⑦-2
⾧寿命化型改善のうち計画修繕費相当分

（現在価値化）
0 円

⑦ 累積修繕費Ｂ （②-1＋⑦-1ｰ⑦-2） 9,744,102 円

⑧-1 ⾧寿命化型改善費 1,600,000 円

⑧ ⾧寿命化型改善費（現在価値化） 1,600,000 円

⑨ 建設費（推定再建築費） 11,340,000 円

⑩-1 除却費 1,500,000 円

⑩-2 除却費の現在価値化係数 0.347 ％

⑩ 除却費Ｂ（現在価値化） 520,225 円

⑪ 計画後ＬＣＣ （（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）÷⑥） 331,490 円／戸・年

■LCC縮減効果

項目 費用等

⑫ 年平均縮減額 （⑤－⑪） 86,840 円／戸・年

⑬ 住棟当たりの年平均縮減額（⑫×戸数） 694,722 円／棟・年

⑥評価期間（改善実施）Ｂ末における除却費

－

備考

－

年平均縮減額がプラスであれば、ＬＣＣ縮減

効果があると判断

⑥評価期間（改善実施）Ｂ末における現在価

値化係数

①評価期間（改善非実施）Ａ末における除却費

－

備考

⾧寿命化計画に基づく⾧寿命化型改善事業

（ＬＣＣ算定対象）及び⾧寿命化計画の計画

期間以後に想定される⾧寿命化型改善事業

（ＬＣＣ算定対象）を実施する場合に想定さ
現時点＋１年から⑥評価期間（改善実施）Ｂ

までの各年の修繕費を現在価値化し累積した

費用
計画後に実施する⾧寿命化型改善のうち計画

修繕相当分

②-1と⑦-1の合計から、⑦-2を減じた額

⾧寿命化計画に基づく⾧寿命化型改善事業費

及び⾧寿命化計画の計画期間以後に想定され

る⾧寿命化型改善事業費の総額、当該改善を

複数回行う場合はそれらの合計費用
⑧-1⾧寿命化型縮減費を項目別の実施時点の

経過年数に応じて現在価値化し、累積した費

用
建設当時の標準建設費に公営住宅法施行規則

第23条の率を乗じた額

現時点における除却費

①評価期間（改善非実施）Ａ末における現在価

値化係数

備考
⾧寿命化型改善事業を実施しない場合に想定

される管理期間

現時点までの各年の修繕費を累積した費用

現時点＋１年から①評価期間（改善非実施）Ａ

までの各年の修繕費を現在価値化し累積した費
用

②-1と②-2の合計

建設当時の標準建設費に公営住宅法施行規則

第23条の率を乗じた額

現時点における除却費



  

 

■住棟諸元

団地名 評価時点（和暦）

住棟番号 H35

戸数

構造

建設年度

建設年代

モデル住棟

経過年数

■改善項目
項目
全面的改善

屋上防水

床防水

外壁塗装等 424,100 円/戸 25 年

鉄部塗装等

建具（玄関ドア、MB扉）

建具（アルミサッシ）

バルコニー手摺

金物類

給水管、給湯管

貯水槽

給水ポンプ

排水設備

ガス設備 180,000 円/戸 25 年

給湯器 300,000 円/戸 25 年

共用灯

電力幹線・盤類

避雷設備

電話設備

テレビ共聴設備

連結送水管

自火報設備

ＥＶ保守

ＥＶ更新

流し台

浴室ﾕﾆｯﾄ

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

24h換気

経常修繕

計 904,100 円/戸

新栄町団地

20

中耐階段室型

H10

H7
H7中耐階段室型

25

費用 改善実施時点の経過年数

－



  

■計画前モデル
項目 費用等

① 評価期間（改善非実施）Ａ 45 年

②-1 修繕費Ａ１（現時点まで） 3,601,723 円

②-2
修繕費Ａ２（現時点から評価期間Aまで）

（現在価値化）
2,919,129 円

② 修繕費Ａ 6,520,852 円

③ 建設費（推定再建築費） 12,094,600 円

④-1 除却費 1,400,000 円

④-2 除却費の現在価値化係数 0.456 ％

④ 除却費Ｂ（現在価値化） 638,942 円

⑤ 計画前ＬＣＣ （（②＋③＋④）÷①） 427,875 円／戸・年

■計画後モデル

項目 費用等

⑥ 評価期間（改善実施）Ｂ 50 年

⑦-1
修繕費Ｂ２（現時点から評価期間Ｂまで）

（現在価値化）
3,425,402 円

⑦-2
⾧寿命化型改善のうち計画修繕費相当分

（現在価値化）
813,967 円

⑦ 累積修繕費Ｂ （②-1＋⑦-1ｰ⑦-2） 6,213,159 円

⑧-1 ⾧寿命化型改善費 904,100 円

⑧ ⾧寿命化型改善費（現在価値化） 904,100 円

⑨ 建設費（推定再建築費） 12,094,600 円

⑩-1 除却費 1,400,000 円

⑩-2 除却費の現在価値化係数 0.375 ％

⑩ 除却費Ｂ（現在価値化） 525,164 円

⑪ 計画後ＬＣＣ （（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）÷⑥） 394,740 円／戸・年

■LCC縮減効果

項目 費用等

⑫ 年平均縮減額 （⑤－⑪） 33,135 円／戸・年

⑬ 住棟当たりの年平均縮減額（⑫×戸数） 662,699 円／棟・年

－

年平均縮減額がプラスであれば、ＬＣＣ縮減

効果があると判断

建設当時の標準建設費に公営住宅法施行規則

第23条の率を乗じた額

現時点における除却費

⑥評価期間（改善実施）Ｂ末における現在価

値化係数

⑥評価期間（改善実施）Ｂ末における除却費

－

備考

⑧-1⾧寿命化型縮減費を項目別の実施時点の

経過年数に応じて現在価値化し、累積した費

用

建設当時の標準建設費に公営住宅法施行規則

第23条の率を乗じた額

現時点における除却費

①評価期間（改善非実施）Ａ末における現在価

値化係数

①評価期間（改善非実施）Ａ末における除却費

－

備考

⾧寿命化計画に基づく⾧寿命化型改善事業

（ＬＣＣ算定対象）及び⾧寿命化計画の計画

期間以後に想定される⾧寿命化型改善事業

（ＬＣＣ算定対象）を実施する場合に想定さ

れる管理期間（目標管理期間）

現時点＋１年から⑥評価期間（改善実施）Ｂ

までの各年の修繕費を現在価値化し累積した

費用

計画後に実施する⾧寿命化型改善のうち計画

修繕相当分

②-1と⑦-1の合計から、⑦-2を減じた額

⾧寿命化計画に基づく⾧寿命化型改善事業費

及び⾧寿命化計画の計画期間以後に想定され

る⾧寿命化型改善事業費の総額、当該改善を

複数回行う場合はそれらの合計費用

②-1と②-2の合計

備考
⾧寿命化型改善事業を実施しない場合に想定

される管理期間

現時点までの各年の修繕費を累積した費用

現時点＋１年から①評価期間（改善非実施）Ａ

までの各年の修繕費を現在価値化し累積した費
用



  

 

■住棟諸元

団地名 評価時点（和暦）

住棟番号 Ｈ35

戸数

構造

建設年度

建設年代

モデル住棟

経過年数
■改善項目

項目
全面的改善

屋上防水 281,500 円/戸 58 年

床防水

外壁塗装等 522,125 円/戸 58 年

鉄部塗装等

建具（玄関ドア、MB扉）

建具（アルミサッシ）

バルコニー手摺

金物類

給水管、給湯管

貯水槽

給水ポンプ

排水設備 400,000 円/戸 58 年

ガス設備

給湯器 400,000 円/戸 58 年

共用灯

電力幹線・盤類

避雷設備

電話設備

テレビ共聴設備

連結送水管

自火報設備

ＥＶ保守

ＥＶ更新

流し台

浴室ﾕﾆｯﾄ 800,000 円/戸 58 年

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

24h換気

経常修繕

計 2,403,625 円/戸

Ｓ40年中耐階段室型
58

費用 改善実施時点の経過年数

－

Ｓ40年

大和団地1号棟

8

中耐階段室型

Ｓ45



  

■計画前モデル
項目 費用等

① 評価期間（改善非実施）Ａ 60 年

②-1 修繕費Ａ１（現時点まで） 9,642,555 円

②-2
修繕費Ａ２（現時点から評価期間Aまで）

（現在価値化）
781,775 円

② 修繕費Ａ 10,424,330 円

③ 建設費（推定再建築費） 11,340,000 円

④-1 除却費 1,500,000 円

④-2 除却費の現在価値化係数 0.925 ％

④ 除却費Ｂ（現在価値化） 1,386,834 円

⑤ 計画前ＬＣＣ （（②＋③＋④）÷①） 385,853 円／戸・年

■計画後モデル

項目 費用等

⑥ 評価期間（改善実施）Ｂ 70 年

⑦-1
修繕費Ｂ２（現時点から評価期間Ｂまで）

（現在価値化）
1,124,454 円

⑦-2
⾧寿命化型改善のうち計画修繕費相当分

（現在価値化）
0 円

⑦ 累積修繕費Ｂ （②-1＋⑦-1ｰ⑦-2） 10,767,008 円

⑧-1 ⾧寿命化型改善費 2,403,625 円

⑧ ⾧寿命化型改善費（現在価値化） 2,403,625 円

⑨ 建設費（推定再建築費） 11,340,000 円

⑩-1 除却費 1,500,000 円

⑩-2 除却費の現在価値化係数 0.625 ％

⑩ 除却費Ｂ（現在価値化） 936,896 円

⑪ 計画後ＬＣＣ （（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）÷⑥） 363,536 円／戸・年

■LCC縮減効果

項目 費用等

⑫ 年平均縮減額 （⑤－⑪） 22,317 円／戸・年

⑬ 住棟当たりの年平均縮減額（⑫×戸数） 178,533 円／棟・年

⑥評価期間（改善実施）Ｂ末における除却費

－

備考

－

年平均縮減額がプラスであれば、ＬＣＣ縮減

効果があると判断

⑥評価期間（改善実施）Ｂ末における現在価

値化係数

①評価期間（改善非実施）Ａ末における除却費

－

備考

⾧寿命化計画に基づく⾧寿命化型改善事業

（ＬＣＣ算定対象）及び⾧寿命化計画の計画

期間以後に想定される⾧寿命化型改善事業

（ＬＣＣ算定対象）を実施する場合に想定さ

れる管理期間（目標管理期間）
現時点＋１年から⑥評価期間（改善実施）Ｂ

までの各年の修繕費を現在価値化し累積した

費用
計画後に実施する⾧寿命化型改善のうち計画

修繕相当分

②-1と⑦-1の合計から、⑦-2を減じた額

⾧寿命化計画に基づく⾧寿命化型改善事業費

及び⾧寿命化計画の計画期間以後に想定され

る⾧寿命化型改善事業費の総額、当該改善を

複数回行う場合はそれらの合計費用
⑧-1⾧寿命化型縮減費を項目別の実施時点の

経過年数に応じて現在価値化し、累積した費

用

建設当時の標準建設費に公営住宅法施行規則

第23条の率を乗じた額

現時点における除却費

①評価期間（改善非実施）Ａ末における現在価

値化係数

備考
⾧寿命化型改善事業を実施しない場合に想定

される管理期間

現時点までの各年の修繕費を累積した費用

現時点＋１年から①評価期間（改善非実施）Ａ

までの各年の修繕費を現在価値化し累積した費
用

②-1と②-2の合計

建設当時の標準建設費に公営住宅法施行規則

第23条の率を乗じた額

現時点における除却費



  

  

 

公営住宅

特定公共

賃貸住宅
地優賃

（公共供給） 改良住宅 その他（　　　　　　　　　　）

法定点検
法定点検に

準じた点検
R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

大和団地2号 8 ＲＣ造 Ｓ55
26,000
居住性
向上

695

新栄町住宅 20 Ｓ造 Ｈ10
11,413
改善長
寿命化

15,000
改善長
寿命化

663

9団地共用部
ＬＥＤ化

─
3,604
改善諏
訪田

7,250
改善諏
訪田、
新栄町

12,005
改善サン
Ａ～C棟

2,069
改善昭
和町・
大和2号

796
改善杉

崎

─

3棟ＥＶ改修 ─
10,758
修善サン
アルプＣ

棟

10,400
修善諏
訪田

10,400
修善諏
訪田

─

10棟駐車場鉄
部塗装

─
2,424修

善
5棟

2,424修
善
5棟

─

サンアルプ旭
Ｄ～Ｇ棟外壁
塗装

24 木造 Ｈ15

4,202
修善

Ｄ・Ｅ
棟

4,202
修善

Ｆ・Ｇ
棟

─

サンアルプ旭
Ｄ～Ｇ棟温水
器取替

24 木造 Ｈ15
16,280
修善取

替

　事業主体名： 飛騨市

　住宅の区分：

団地名
住棟
番号

戸数 構造
建設
年度

次期点検時期 修繕・改善事業の内容 LCC

縮減効果

(千円/年)
備考



  


